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令和４年度  

幼保連携型認定こども園戸頭さくらの森  

関係者委員による戸頭さくらの森評価集計 

（評価対象年度：令和４年度） 

 

            項目   A   B   C   D 未記入 

 

 Ⅰ 

 

自己評価で設定した目標・計画・評

価項目の設定は適切であったか。 
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 Ⅱ 

 

評価結果の内容は適切であったか。 

 

 

 

５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ 

 

今年度目標を達成できなかったこと 

（取り組むべき内容）は適切に考えら

 れているか。 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅳ 

 

今後取り組むべき課題は、適切に設

定されているか。 

 

 

５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．自己評価で設定した目標・計画・評価項目の設定について 

 ・適切であったと思う。 

  ・保育目標を達成するための取り組みが考えられている。 

・コロナ禍の中で、すべての項目において適切であった。 

・目標・方針が分かりやすく、年齢毎の計画があり、必要に応じて見直されてい

る点が大変良い。行事での楽しそうな姿で適切であると分かる。 

  ・幼保連携型認定こども園が乳幼児の教育・保育を行う上で大切かつ、必要な項

目が具体的に設定されている。 

 ・園の創立の理念を生かし保育目標、年齢に合った計画を立てられていると思う。 

 ・乳幼児の教育・保育を行う上で、必要かつ大切な保育目標・保育計画など

明確で適切に設定されている。  

 

Ⅱ．評価結果の内容について 

 ・適切であったと思う。 

 ・評価アンケートの内容は人それぞれですが、子どもの安全や成長につながるこ

とを優先して行ってほしい。 

 ・コロナ禍の中、園長先生をはじめ保育士の方々の自己評価は、大変だったと思



われ、適切であった。 

 ・園児の興味がある事を取り入れ安全が守られ、活動しやすい環境などきち

んと園児の事が考えられている。  

 ・政府はコロナ対策を緩和するようですが、この一年間はコロナの影響で厳

しい保育環境に変わりなかったと思います。このような中で先生方は子ど

もたちの健やかな成長を見守りながら日々の保育、行事を大切に工夫し取

り組んできたことが活動報告などから、ひしひしと伝わってきました。  

 

Ⅲ．今年度目標を達成できなかったこと（取り組むべき内容）について 

 ・今年度達成できなかった目標と達成できなかった目標がしっかり分かっていた。 

 ・今年度の反省を生かし、保育内容の向上ができるように考えられている。 

 ・コロナがおちつき、以前の生活に戻れば、保護者を含む講演会なども期待

できる。地域の方々とも触れ合える。  

 ・時間やコロナ禍で子どもたちの出来なかったことも多くあったが、去年行くこ

とが出来なかった梨狩りや保護者と共に参加できる行事も去年に比べて増えた

ので良かったと思う。 

 

Ⅳ．今後取り組むべき課題について 

 ・今年度の目標を達成できなかったことをふまえて今後の課題としてあげている。 

  ・新型コロナウイルスやインフルエンザなどの対策で、未だご苦労されていると

思いますが、子どもも保護者も行事を楽しみにしているので、対策をしながら

子どもたちにいろいろな体験をさせて下さい。 

先生方が大変ご苦労されている様子が分かった。引き続き感染しない、させな

い対策をお願いしたい。   

 ・発達に問題のある子どもたちも生活しやすいように考えて下さっている点

が評価される。一人ひとりタイプが違うので先生方も対応には気をつかっ

て下さっていると思う。  

 ・個々の成長に合わせた課題、保護者への支援なども考えており、適切だと

思う。  

 ・乳幼児は個々に発育、発達が違います。一人ひとりの発達を見極めてあせ

らずに、子どもに優しく寄り添ってあげて下さい。気持ちを温かく受け止

めることで、安心して可愛い笑顔に変わります。次年度は教職員の連携を

大切に課題に取り組んで下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ　保育目標・保育方針 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 9 7

② 8 7 1

③ 6 6 3 1

④ 6 8 1 1

⑤ 8 8

Ⅱ　保育計画 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 11 5

② 16

③ 11 3 1 1

④ 12 3 1

⑤ 12 4

Ⅲ　保育環境 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 16

② 16

③ 11 5

④ 9 7

⑤ 10 6

Ⅳ　保育内容・方法 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 14 2

② 10 6

③ 10 5 1

④ 12 4

⑤ 15 1

Ⅴ　食育 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 11 5

② 13 3

評　　　　価

評　　　　価

評　　　　価

評　　　　価

保育方針は、その時々の幼児に合ったものになるように定期的
に見直されている。

令和４年度  戸頭さくらの森自己評価集計結果
Ａ：そう思う　Ｂ：まあそう思う　Ｃ：あまりそう思わない　Ｄ：そう思わない

園の保育目標や保育方針は分かりやすい。

園の保育目標が子ども達の中に生きている。

園の保育目標や方針について、園長や他の保育士と話をする
機会がある。

全ての園児について、一人ひとりの最善の利益とその人権を尊
重している。

園の保育目標は、園の創立の理念を生かしている。

園の保育計画は、教育目標を生かして作られている。

子どもたちの年齢ごとの保育計画がある。

園の保育計画は、園長と保育士が話し合いながら作られてい
る。

園の保育計画は、必要に応じて見直されている。

園児のしたいことや、興味のあることを取り入れられるように
なっている。

新型コロナウイルス感染拡大防止に努め保育環境を清潔に保ち美観
を大切にし心地よい環境で保育が出来るように努めている。

室内の温度、湿度、換気、照度等は園児の活動に合わせて配
慮している。

安心できる人的・物的環境をつくり「感覚」の働きを豊かにする
ように配慮している。

屋外での活動の場があり、園児が安全に活動しやすい環境を
整えている。

年齢の異なる園児が、触れ合えるような環境構成をしている。

園児にわかりやすい温かな言葉遣いで穏やかに話をしている。

基本的生活習慣は園児の発達を考慮し、家庭と連携して状況
に応じて対応している。
身近な自然に触れる機会を用意し、季節感や豊かな感性を育
む考慮をしている。
園児同士の関わりで、順番を守るなどの社会的ルールを身に
付ける配慮をしている。

いろいろな味に親しみ、喜んで食事ができるようにした。

食材に興味を持ち、名前を覚えるような声掛けができた。



③ 11 5

④ 9 6 1

⑤ 11 3 1 1

Ⅵ　保育士の役割・質向上 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 14 2

② 16

③ 9 7

④ 6 9 1

⑤ 11 5

⑥ 11 5

Ⅶ　子育て支援 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 11 5

② 3 12 1

③ 3 13

④ 2 8 6

⑤ 11 5

Ⅷ　地域住民や関係機関との連携

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 13 3

② 12 4

③ 3 10 2 1

④ 3 11 1 1

Ⅸ　運営管理 　

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 16

② 13 2 1

③ 13 3

④ 13 3

⑤ 8 8

⑥ 13 3

評　　　　価

評　　　　価

評　　　　価

評　　　　価

一人ひとりの園児をよく観察するように心がけている。

食事中のマナーを知り、守って楽しく食事ができる環境ができていた。

栄養素について興味・関心を持ち、苦手な食べ物も食べられるように
工夫が出来た。

野菜の生長の様子を知り、収穫の喜びを味わい、達成感が得られる
ようにした。

地域の人は、園のことに興味を持ったり、園の方針を理解して
いる。

全ての園児に平等に接するように心がけている。

その場にふさわしい言葉遣いができる。

研修に行った保育士の研修内容は、全員に紹介される。

園児のモデルとなれるように気を付けている。

保護者との信頼関係が出来ている。

園児の送迎時に園児の様子を保護者に伝えている。

保護者の子育てについての相談にのっている。

子育て支援の内容について全員で話し合いをしている。

子育て講演等、情報提供を行っている。

保育参観やその他の行事を通して、保護者に保育を理解して
もらう工夫をしている。

地域の人々と親しく挨拶ができる。

事故災害時のマニュアルがあり、職員がすぐに見ることができ
る場所にある。

緊急時のために医療機関等の連絡先が明示されている。

園行事を通して、地域社会の人に関心を持つ。

地域の人との交流を大切にしている。

園内で知り得た事柄について守秘義務を徹底している。

園長や主任・職員の役割分担と責任が明確にされ、園児や保
護者への対応ができる体制がある。

保護者の意見をしっかりと聞き、園長に報告している。

園の施設の安全点検、衛生管理をしっかり行っている。






